
ワークショップとは「工房」のこと。「同業他社の仲間（他大学職員）」とワイワイガヤガヤと議論する中

で、レクチャーでは得られない新たな発見、深い気づき、さらには、人的交流ネットワークも生まれます！

身軽な服装でお気軽にご参加ください！

【第1回】苦情対応のコミュニケーション

＜日 時＞ 11月5日（土）13：00～17：00

＜話題提供者＞ 京都文教大学 教職・保育福祉職ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 教職ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 坂野 治利 氏

＜概 要＞ 最近保護者、あるいは地域などからの学校〔大学を含む〕への過度な要求や過大な期待が新聞・テ

レビで話題になることがあります。その対応次第で、教職員は､心身の疲労や業務への支障を招き、業務の多忙化の一因

になっています。本ワークショップでは参加者の皆様の対応事例を交えながら、教職員の苦情対応のコミュニケーションに

ついて共に考えていきたいと考えています。（もし可能ならば、皆様方の大学で起こった苦情対応の事例を発表できるよ

うにご用意下さい。事例研修の話題にしたいと思います）

＜会 場＞ キャンパスプラザ京都 ５階第２共同研究室

【第2回】高等教育政策の動向と地方創生～大学の可能性～

＜日 時＞ 11月26日（土）13：00～17：00

＜話題提供者＞ 文部科学省 高等教育局大学振興課 法規係長 長谷川 智 氏 

＜概 要＞ 我が国では人口減少が続き、地方創生の必要性が叫ばれています。これは大学にとっても決して無

関係ではなく、むしろ、そうした時代背景を踏まえ、地域や日本社会に対してどのように接していくのかは、極めて重要な

課題と考えられます。地方創生とは何か、今日本で何が起こっているのか。その中で高等教育はどういった方向へ向

かっていくのか。大学の役割は。内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局への出向経験も交えつつ、一緒に考えてみ

たいと思います。 

＜会 場＞ キャンパスプラザ京都 ５階第1共同研究室

【第3回】できる！本格ﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ～語り合おう、私たちのｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ～

＜日 時＞ 12月3日（土）13：00～17：00

＜話題提供者＞ 大学コンソーシアム京都SDゼミナール一期生

＜概 要＞ あなたは仕事と結婚しそうになっていませんか？実は、「キャリア」は仕事に限らず、生き方そのもの

を指すものです。アメリカの心理学者D.E.スーパーは、キャリアを人生のある年齢や場面のさまざまな役割であると定義し

ており、「職業人」「余暇を楽しむ人」「ホームメーカー」といった役割を虹のようなグラデーションで表しています。このワー

クショップでは、「ワールドカフェ」というディスカッション技法を体験してもらいます。その中で、参加者同士の交流を通じ

て、自分自身の「キャリア」を見つめ直すことを目指します。あなたはどんな色の「キャリア」を描きますか？  

＜会 場＞ キャンパスプラザ京都 ５階第1演習室

【参 加 費】 各回 加盟大学・短期大学 1,000円／非加盟大学・短期大学 2,000円

【定 員】 各回 20名（先着順）※申込締切前でも定員に達した時点で受付を終了いたします。

【申込方法】 所定の受講申込用紙に必要事項をご記入の上、e-mailにてお申込み下さい。

所定受講申込用紙はホームページからダウンロードください。

http://www.consortium.or.jp/project/sd/workshop

※ 参加申込メール受領後、事務局よりご案内のメールをお送りします。

メールが届かない場合は、お問い合わせください。

【お問い合せ先】 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 教育開発事業部 SD事業担当

TEL:075（353）9163  FAX:075（353）9101 e-mail:sd@consortium.or.jp （火～土 9：00～17：00）


